
　

私
は
若
い
頃
か
ら
よ
く
、
時
代
の
先

が
見
え
る
と
お
だ
て
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
時
代
の
先
は
見
え
る
も
の
の
、
早

す
ぎ
る
と
敬
遠
さ
れ
ま
す
。
経
営
者
と

し
て
は
役
に
立
ち
そ
う
で
す
が
、
タ
イ

ミ
ン
グ
が
大
切
で
す
。
早
す
ぎ
て
も
駄

目
、
遅
す
ぎ
て
は
も
っ
と
駄
目
。
本
当

に
先
が
見
え
る
か
ど
う
か
、
美
郷
町
の

未
来
を
占
っ
て
み
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
日
本
は
内
向
志
向
で

元
気
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
一
段
と
落

ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
は

外
に
も
っ
と
目
を
向
け
る
べ
き
と
の

与
論
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
製
造

業
の
み
な
ら
ず
農
業
も
国
内
外
に
販

売
ル
ー
ト
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
農
作
物
を
育
て
る
だ

け
で
な
く
、
食
品
に
加
工
す
る
、
販

路
を
開
拓
す
る
な
ど
、
農
業
経
営
も

六
次
産
業
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

　

農
業
は
総
合
科
学
産
業
で
す
。
生

物
学
、
気
象
学
、
情
報
通
信
技
術
の

活
用
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
経
営
学
の
応
用
な
ど
、

農
作
物
の
高
付
加
価
値
化
に
つ
な
げ

て
い
け
る
か
が
勝
負
で
す
。
秋
田
大

学
や
県
立
大
学
と
の
連
携
協
定
が
活

き
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

地
方
分
権
の
声
が
段
々
高
ま
っ
て
き

ま
す
。
い
ず
れ
道
州
制
が
施
行
さ
れ
、

東
北
州
が
実
現
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
な
れ
ば
基
礎
自
治
体
で
あ
る
美
郷
町

の
実
力
が
一
層
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
人
・
物
・
金
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ

る
地
域
資
源
を
活
か
す
競
争
が
、
基
礎

自
治
体
相
互
間
で
激
し
く
な
り
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
知
恵
と
熱
意
が
問

わ
れ
ま
す
が
、
今
の
美
郷
町
に
は
す
ば

ら
し
い
資
源
が
温
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
季
に
彩
ら
れ
た
農
村
地
帯
に
あ
っ

て
、
豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
地
球
上
で
は
人
口
爆
発
が
進

行
し
、
中
国
な
ど
で
は
絶
対
的
水
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
富
で

良
質
な
水
の
存
在
は
、
美
郷
町
の
誇

る
べ
き
地
域
資
源
で
す
。
ま
た
人
的

資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
激
し

い
変
化
の
時
代
に
、
素
早
く
変
化
に

対
応
で
き
る
地
域
が
発
展
し
て
い
き

ま
す
。
勤
勉
で
誠
実
な
人
的
資
源
に

加
え
、
す
ば
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
松
田
町
長
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
新
し
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
豊
か

な
農
村
を
創
造
し
、
若
者
た
ち
も
美

郷
町
の
魅
力
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
私
も
美
郷
大
使
と
し

て
、
少
し
で
も
発
展
の
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

美
郷
町
の
魅
力
の
発
信
や
、
町
づ
く
り
へ
の
提
言
を
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
絵
本
作
家
の
永
田
萠
さ
ん
、
北
都
銀
行
取
締
役
会
長
の
町

田
睿
さ
ん
、
学
習
院
大
学
教
授
の
佐
々
木
毅
さ
ん
の
３
名
に
美
郷
大
使

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
美
郷
大
使
で
あ
る
町
田
睿
さ
ん
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
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　昭和13年、旧千屋村生まれ。東京
大学法学部を卒業後、富士銀行に入
行、同行常務取締役を経て、平成７
年に荘内銀行代表取締役頭取。平成
21年から北都銀行取締役会長ならび
にフィディアホールディングス取締
役会議長。秋田市在住。

町田 　睿さん

よ

ろ
ん
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　町では、「美郷町公共施設再編計画」に基づき、公共施設の再
編事業を進めています。このたび、計画策定後の情勢の変化や
「学校再編による空き施設等の活用計画」の推進により、次のと
おり再編内容の見直しを行いましたので、お知らせします。

　４月１日から教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
の事務室が美郷総合体育館に移動し、町内体育施設の
予約申込受付窓口が下記のとおり変わります。
　トレーニングセンターみさと、サン・スポーツラン
ド千畑の予約申込受付窓口に変更はありません。

美郷町公共施設再編計画の
見直しを行いました。

平成25年度に地域コミュニティセンター
機能へ転用する。

平成26年度に地域コミュニティセン
ター機能へ転用する。ふれあいセンター

見直し後の再編内容見直し前の再編内容

施　設　名　称 予 約 申 込 受 付 窓 口

施設名分　類

集会施設

平成24年度に地域コミュニティセンター
機能へ転用する。

平成26年度に地域コミュニティセン
ター機能へ転用する。もとだて児童館児 童 館

譲渡を検討する。 指定管理を検討する。観光案内所
（旧観光情報センター）

平成25年度に旧千畑中学校校舎に機能を
移転し、解体または他用途へ転用する。

平成24年度に旧千畑中学校校舎に機
能を移転し、他用途への転用または
廃止・解体を検討する。

北体育館

平成25年度に廃止し、その機能を旧千畑
中学校テニスコートに移転する。 

平成24年度に廃止し、機能を旧千畑
中学校テニスコートに移転する。 

社会体育広場
テニスコート

平成23年度にフィールド内にサッカー場を
増設する。美郷町陸上競技場

体 育 館

平成24年度に地域コミュニティセンター
機能へ転用する。

平成26年度に地域コミュニティセン
ター機能へ転用する。いきいき館地域交流

活動施設

その他の
施　　設

平成24年度に陸上競技場機能を旧
千畑中学校グラウンドに移転する。
（サッカー場の増設は平成23年11月に完了）

※「美郷町公共施設再編計画」は町ホームページでご覧いただけます。

町内体育施設の
予約申込受付窓口が変わります

4月1日
から

美郷総合体育館リリオス
プールパークみさと
美郷町南体育館（旧仙南体育館）
美郷町南野球場（旧仙南野球場）
美郷町南運動公園（農村広場、相撲場）
美郷町カントリーパーク（野球場、パークハウス）

美郷町野球場（旧六郷野球場）
美郷町中央体育館（旧六郷体育館）

美郷町北運動公園（旧社会体育広場）
美郷町武道館
美郷町北体育館（旧千畑体育館）

生涯学習課スポーツ振興班　　　☎0187（84）4916
（美郷総合体育館リリオス内）

生涯学習課スポーツ振興班　　　☎0187（84）4916
（美郷総合体育館リリオス内）
または美郷町中央ふれあい館　　☎0187（84）2822

生涯学習課スポーツ振興班　　　☎0187（84）4916
（美郷総合体育館リリオス内）
または美郷町ふれあいセンター　☎0187（86）7899

「美郷町まちづくりガイド」をご活用ください。
　今月の広報紙と一緒に配布している「美郷町まち
づくりガイド」には、平成24年度の主要施策のほか、
公共施設の利用時間や予約申込受付窓口の一覧表が
掲載されています。ぜひご活用ください。
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